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1 はじめに

リサーチクエスチョンが書けないと論文全体が貧

弱になってしまう。逆にリサーチクエスチョンさえ

うまくできれば、どんなに論文の内容がまずくても

そこそこ読んでもらえる文章が作れる [1, p. 3]。リ

サーチクエスチョンが書けないと論文全体が貧弱

になってしまう。リサーチクエスチョンが書けない

と論文全体が貧弱になってしまう。リサーチクエス

チョンが書けないと論文全体が貧弱になってしま

う。リサーチクエスチョンが書けないと論文全体が

貧弱になってしまう。

2 方法

方法は自分が何を対象に、何をどうカウントする

かを書く [2]。方法は自分が何を対象に、何をどう

カウントするかを書く。方法は自分が何を対象に、

何をどうカウントするかを書く [1, p. 55]。方法は

自分が何を対象に、何をどうカウントするかを書

く。方法は自分が何を対象に、何をどうカウントす

るかを書く。

3 結果

結果は見てほしいところを表や図にして書く。結

果は見てほしいところを表や図にして書く。結果は

見てほしいところを表や図にして書く。結果は見て

ほしいところを表や図にして書く。結果は見てほし

いところを表や図にして書く。結果は見てほしいと

ころを表や図にして書く。結果は見てほしいところ

を表や図にして書く。結果は見てほしいところを表

や図にして書く。

4 考察

考察は結果から推論できることがらを根拠を交え

ながら書く。考察は結果から推論できることがらを

根拠を交えながら書く。考察は結果から推論できる

ことがらを根拠を交えながら書く。考察は結果から

推論できることがらを根拠を交えながら書く。考察

は結果から推論できることがらを根拠を交えながら

書く。考察は結果から推論できることがらを根拠を

交えながら書く。考察は結果から推論できることが

らを根拠を交えながら書く。考察は結果から推論で

きることがらを根拠を交えながら書く。

5 おわりに

「はじめに」に書いたリサーチクエスチョンと方

法を簡単に述べ、その結果についてのみ「... がわ

かった」という簡潔な表現で書く。今後の展望や

「こうしたい」「ああしたい」などということは述べ

ない [3, p. 123]。
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